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論 文 内 容 の 要 旨
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著者は, 学校における適応異常者, 情緒障害児を早期に発見する目的で, 京都市内小, 中学校児童 ･生

徒を対象とし, 集団Z テス トとバウムテス トを使用 して, 集団精神衛生検査を実施 した｡ 本論文において

は, このうち集団 Z テス トの諸結果を詳細に集計, 検討 し, その資格に基づいて適応異常者発見の具体的

方法について試案を作製 し, その方法を実際に使用 した経験について論述 した｡

対象は, 京都市立K小学校 とH 中学校全児童 ･生徒 1.022名で, これを小学校低学年 199名, 小学校高

学年243名, 中学生580名三つの年令段階層にわけ, これら各発達段階によってすべての検査結果を統計

的に比較, 検討 した｡

集団Z テス トの検査方法は, 3 枚の無意味図形の映像をスクリーンに投影 し, 被検者に任意の知覚連想

を記さしめる H.Zulligerの原法に従った｡

検査結果 : 1 ) 各反応型式 (反応数, 把捉様式, 決定要因, 反応内容など) を詳細に検討し, そのさい

各年令層に大多数の者が示す反応型式ごとの反応度数平均値, その標準偏差, 反応数分布, 反応出現率等

等につき, それぞれの標準値を求めた｡ 2)つぎに, すべての結果が, 各年令層問においてどのような推

移を示すかを統計的に比較 し, 以下のような発達指標をえた｡ (i) 図版Ⅱにおける全体的人間運動反応,

通景視能力の出現を示す部分的小運動反応ならびに図版 Ⅰの明暗反応 は, 年令とともにその出現率が増加

する｡ (ii) 把握様式に関しては, 知覚の発達とともにsyncretismeからanalyseの段階を- てsynth6se

へ と進んでゆ く過程 (LeprincipedeRenan-Claparとde)を, 各把握様式の反応数分布 と年令段階との

問の統計的な連関を証明することにより確認した｡ (iii)反応内容としては, 人間反応, 動物反応その他二.

三の反応につき年令と相関した法則的増減を確認した｡

上述の各反応型式の標準値とこの発達指標を基準とし, 各反応型式出現頻度の稀少度や問題徴候の臨床

的意義すなわち症候価をも考慮 して, 学校における適応異常者をチェックする Keyの一覧表を作製 した

が, 各 々の問題指標はその重篤性に応 じて,pathologicalKey,majorkey,minorkey,attentionkey
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とそれぞれの段階にウエイ トのついた評定がなされるようにつ くられている｡

pathologicalkey によってチェックされた児童 ･生徒の出現率は, 小学校低学年 7.5% , 高学年 7.4

% , 中学生 9.3% であったが, この群に属する対象に臨床的な実際の検討を行なったところ, ほぼ満足

すべき成果をえた｡ しかし, これらの Key の算術和のみにより機械的に適応異常者 と速断するごとき誤

謬をさけるため大多数 (被検者の70%以上) の者が示す反応の組合せ 〔例えば, 図版Ⅰ :全体弓位態一動物

反応 (全被検者の71.3%), 図版Ⅱ:部分一形態または形態色彩一動物反応, 図版Ⅱ :部分一形態一動物反応

(小学校低学年の 73.4%, 同高学年の 84.0浴) , 部分一形態一人問反応, 全休一運動一人問反応 (中 学生

で 82.1%に出現)〕の有無と臨床的経験から, 病理症例にみられた反応特徴の有無を検討するリス トを,

上記の Key による判定基準とは別に作製 した｡ この結果一つのテス トを用いた2重のスクリーニング法

により, 適応異常者の発見という目的は一層信頼度をますことができた｡

この方法で著者が発見した適応異常者の具体例 (問題行動, 神経症, 精神分裂病を含む) 8例, ならび

に各党達年令の正常例6例について, そのテス ト所見, 異常徴候の判定法, 臨床所見等々について詳細に

記載, 報告した｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本研究は集団 Z テス トにより, 小学校および中学校児童における適応異常者, 情緒障害児を早期に発見

する具体的方法の試案を作製し, この方法を実際に使用した結果を論 じたものである｡

方法は3枚の無意味図形の映像をスクリ- ンに投影し, 被検者に任意の知覚 連 想 を 記 き しめ る H.

Zulligerの原法を用い, 対象は全児童 ･生徒 1,022名で, これを小学校低学年 199名, 小学校高学年

243名, 中学生 580名の三つの年齢階層に分け, これら発達段階によって検査成績を統計的に比較 検 討

し, 反応内容, はあく様式などに発達段階と相応 した法則的変化および増減があることを確認した｡

次にこの発達段階に相応した各反応型式の標準値を基準とし, 学校における適応異常者をチェックする

Keyの一覧表を作製 した｡

この Key によってチェックされた児童の出現率は小学校低学年 7.5潔, 高学年 7.4浴, 中学生 9.3

% で, この群に属する対象を臨床的に検討しほぼ満足すべき結果を得た｡

最後にこの方法で発見された問題行動, 神経症, 分裂病など8例につき詳細な記載を行なっている｡

以上により本論又は学術上有益であり, 医学博上の学位論文として価値あるものと認める｡
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